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船坂地域のみなさん 

昨年のビエンナーレ～プロローグ～では、坂田芳郎実行委員長のもと、船坂一丸となって多く

の来場者をお迎えして自然豊な船坂を知っていただき、一気に「船坂」の名を有名にしました。 

船坂以外の檀家をまわってると「船坂はすごくいい所なんですね」と感心され、とても嬉しく

思います。 

今年はいよいよ本格実施の初年度です。次に開くのは再来年（平成２４年）です。 

今年の出足はちょっと準備不足でしたが、４０名を超える推進委員の皆様の頑張りで、なんと

か順調に準備を進めております。今年も、地域の皆さんにボランティアや協賛金のお願いをする

こととなりました。何卒船坂地域を活性化する目的で開催する芸術祭に、ご協力賜りますよう、

よろしくお願いします。（山口町内など他地域にもボランティアと協賛金のお願いをすることと

しております。） 

船坂里山芸術祭推進委員会 委員長 松本義博（善照寺住職） 

 

「経済は文化のしもべ」 

「経済は文化のしもべ」は、ベネッセ（旧福武書店）会長：福武総一郎さんの有名な言葉です。

「文化が高まってこそ、はじめて地域の経済は発展する」という意味のようです。 

幸いにして船坂は明治維新に西洋文化をいち早く取り入れ、船坂小学校の開校も西宮で１・２

と言われています。船坂は、裏六甲の地方道とは言え、昔から交通の要所として先進文化の影響

を受けて一定の文化を保ち、小さな集落ながらも寒天・パセリなどの産地として、その名を誇っ

てきました。 

しかし残念ながら、昨今は船坂農業が生業として成り立ちにくくなり、後継者不足から子ども

が激減し、ついに今年の春には１３７年の伝統を誇る船坂小学校が廃校となってしまいました。

ふと気が付くと、若者の多くは他所へ移住し、３～４人に１人は高齢者という集落になってしま

いました。そして昨今は、農地を借りて耕作をされている多くの都会の人たちの姿を見受けるよ

うになりました。 

ビエンナーレは、有志を中心にこの船坂を再び活性化したいとの思いで始められた芸術祭です。

兵庫県や西宮市からもこのビエンナーレの取り組みを高く評価され、昨年は阪神南県民局地域 

づくりグランプリ（最優秀賞）にも選ばれました。西宮市からも「行政も協働してやりましょう」

と“西宮市の協働事業”として採択してもらっています。 

芸術文化が高まれば、即、地域の経済も良くなるとは言えませんが、自然豊かで人情あふれる

船坂の良さをアピールし、それを多くの人々に認識していただくことによって、海抜４００ｍの

高地農産物の美味しさや船坂農地への関心が高まり、地域活性化に繋がっていくものと思います。 

ビエンナーレに対する地域外からの注目は想像を超えるものがあり、今年はＮＨＫテレビなど

マスコミの後援や他地域からのボランティアなど、昨年以上に船坂地域の活性化を援助しようと

の雰囲気が広がっています。 

来場者による耕地侵入などビエンナーレ開催に伴うマイナス要素を全力で防止しながら、今年

も船坂活性化に向けて地域一丸となって取組みましょう。若者にとっても魅力を感じてもらえる

船坂に、そして子どもたちには楽しい思い出を残してもらいましょう。 
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西宮船坂ビエンナーレ２０１０開催要項（案）   

テーマ つながる relationship 

会 期 平成２２年１０月１０日（日）～１１月１４日（日） 水曜日定休（11/3 祝除く） 

１０：００～１７：００（案内所受付は１６：００まで）  

 

主 催 船坂里山芸術祭推進委員会 

共 催 船坂自治会 船坂子ども会 船坂老人クラブ 船坂農地農業を考える会 船坂新聞    

後 援 兵庫県  西宮市 西宮市教育委員会 西宮市文化振興財団 山口町自治会連絡協議会  

(財)山口町徳風会 ＪＡ兵庫六甲山口支店 阪急バス株式会社 西宮流  

ＮＨＫ神戸放送局、朝日新聞社、朝日放送、関西テレビ放送、神戸新聞社、さくらＦＭ、 

産経新聞社、サンテレビジョン、日本経済新聞社、毎日新聞社、毎日放送、読売新聞社、 

読売テレビ放送、ラジオ関西 

協 力 有馬温泉観光協会、六甲ミーツ・アート、宝塚映画祭実行委員会、銀聲舎、NPO 法人 J-heritage、

日本テレマン協会 

 

会 場 旧船坂小学校、棚田・段々畑、茅葺古民家など。 

本 部 旧船坂小学校ランチルーム棟。 

駐車場  旧職員駐車場、上中駐車場。土日祝は農協、善照寺も。（旧学校運動場は臨時駐車場） 

 

フリーマーケット 船坂住民や耕作者に、自宅前等で来場者に野菜や加工品等を販売してもらう。 

生きろカフェ 旧船坂小学校ランチルームで「生きろカフェ」を運営。 

 

参加作家 全国から２８名 ドイツから５名 合計３３名 

＜棚田エリア＞ 

鈴木孝幸（愛知）、宮西麻衣子（大阪）、江上 弘（千葉）、野口美香（神奈川）、高原和子（大阪） 

藤井龍徳（栃木）、麻谷 宏 （京都）、福永 宙（西宮） 

 

＜湯山古道エリア＞ 

ロルフ・ベルグメイヤ（ドイツ）、トルステン・パトリシュ・ブルッフ（ドイツ） 

黛真美子（神奈川）、玉置りさ（神奈川）、西村正徳（三田）、田中 直樹（大阪）、田口行弘（ドイツ）、 

本多真理子（埼玉）、中瀬康志（金沢）、勝木繁昌（香川）  

 

＜旧船坂小学校＞ 

後藤章子（愛知）、勝木繁昌（香川）、開発 好明（東京）、吉本直子（京都）、小林俊哉（東京） 

田中和人（京都）、吉井貞俊（西宮）、有坂ゆかり（東京）、端  聡（北海道）、福永 宙（西宮） 

ヨッヘン・レンペルト（ドイツ）、サビネ・モーア（ドイツ）、オーレ・ヘンリック・ハーゲン（ドイツ）、  

藤本由紀夫（大阪）、古巻和芳（宝塚）、麻谷 宏（京都）、鈴木貴博（宝塚） 
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ボランティアのお願い 

今年は、昨年の２倍以上の作家さんが参加され、旧校舎が会場として増えることとなり、ボラ

ンティアの人数も昨年の２～３倍が必要となってきます。 

昨年ボランティアとしてご活躍いただいた皆さん、そして今年こそはボランティアをやっても

いいと思われる皆さん、ふるってボランティア登録をお願いいたします。今年は山口・北六甲台

など他地域へもボランティアのご協力をお願いする予定です。 

開催までの仕事は、滞在制作中のアーティスト補助・ワークショップ補助・会場設営などがあ

ります。開催期間中は、受付・展示会場整備・案内・イベントサポートなどがあります。英会話

が少しでもできる若者の皆様のボランティアも募っております。 

ボランティアにご協力いただける方は、８月 １０日までにお近くの推進委員または案内部長： 

坂口富夫（９０４－２５６２）、事務局長：池田壱和（９０４－３４６７）までご連絡をお願い

します。 

８月下旬にボランティア説明会を行い、仕事内容などの打ち合わせを行います。 

 

芸術祭の期間中に行う主な行事（案） 

  １０月 ９日（土）開会セレモニー 

１０月１０日（日）開会。 

全国の芸術祭実行者たちによるシンポジュウム「アートと町おこし」 

  １０月１１日（月・祝） 

  １０月１６日（土）船坂そば屋、活動大写真上映会 

１０月１７日（日）やんじゃパフォーマンス（あちらこちらで） 

  １０月２３日（土） 

  １０月２４日（日）船坂ふれあい広場・収穫祭（運動場）、 

蕨餅パフォーマンス＋歌会 

１０月３０日（土）松本芽紅見ダンス、サブカルトークナイト、 

１０月３１日（日）古典邦楽＆西洋古楽公演 

１１月 ３日（水・祝） 

１１月 ６日（土）船坂そば屋、スウェーデン古楽デュオ 

１１月 ７日（日）大阪芸術大学錦影絵公演、 

絵本オペラ「おぺろん」＆詩歌句（公会堂 or ランチ） 

１１月１３日（土）バロックダンス 

１１月１４日（日）閉会 

  

 ＊作品ツアー    毎週土日祝の午前１０時３０分 or 午後１時３０分から作品ツアーを行う。 

＊企画協賛展 岡田安紀子陶芸展（古民家再生）、長瀬真弓陶芸展（糀釜）、 

         船坂地域住民作品展（ＪＡふれあい会館） 



協賛金申込書 

（住所氏名をご記入の上、推進委員またはＪＡ船坂出張所へ現金

を添えてご提出ください。） 

２０１０年  月  日 

協賛金     口       円 

ご住所 西宮市山口町船坂      

 

お名前                          

（推進委員受領用）領収書 

2010年  月  日 

 

        様 

 

協賛金     円受領しました。 

 

推進委員氏名        印 
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協賛金のお願い 

 昨年は、多数の地域の皆さんから協賛金をいただき、おかげでなんとか必要最小限の費用を賄

うことができました。しかし、遠くから来られる作家さんの交通費、何日も通っていただいた学

生ボランティアの交通費、チラシ・ポスターのデザイン料、展示会場使用料など、全国各地で行

われているビエンナーレでは支払われている費用を支払うことができませんでした。 

 今年も、それらの費用を支払える見込みは立っておりません。県・市に助成金の申請を行って

おりますが、他県・他市のように多額の助成額は期待できません。しかしながら、全額は払えな

くても、気持ちだけでもお礼を込めてお支払いしたいと望んでおります。 

 そこで、長引く不況の中、大変恐縮ですが、今年も地域の皆さんに協賛金のご協力をお願いし

たいと思います。個人１口１，０００円、店舗・団体１口５，０００円でお願いいたします。な

お、協賛金にご協力いただきました店舗等につきましては、期間中に配布するパンフレットに広

告掲載をさせていただく予定です。 

 協賛金にご協力いただける方は、次の３日間、協賛金の受付をさせていただきますので、お手

数ですが、現金ご持参の上、お申し出いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

   日 時 ７月３０日（金）３１日（土）８月１日（日）の各午前１０時から１２時まで 

   場 所 ＪＡふれあい会館（芸術祭推進委員が受付いたします） 

  

なお、この３日間ご都合の悪い方は、下記推進委員へお渡しいただくか、または次の口座へ直

接お振込みをお願いいたします。 

兵庫六甲農業協同組合船坂出張所  

普通預金口座０００３３３０  船坂里山芸術祭推進委員会 

 

＊芸術祭推進委員（船坂在住者） 

（顧 問） 坂田芳郎、中西博子 

（委員長） 松本義博  （副委員長）酒井博司、平井雅博、坂口文孝、黒木富美子 

（会 計）  八濱雅彦 亥角英つ子 （監 査） 宮本 守 野口 進 

（事務局） 池田壱和 池田峯代、 

（会場部） 成瀬嘉考 米田和之、中西亜希子 

（宿泊部） 西口英二、大前節子、亥角洋子、プライス里佳  

（作品部） 尾崎清政、宮本勝夫、北福敬三、亥角智行、中田 隆、芦田勝也、宮里 清 

（案内部） 坂口富夫、坂口洋子、亥角さくら、平井ちゑ子、野口順子 

                         ＜切り取り線＞ 


